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東京学芸大学探検部員の

海外探検とセミナー開催

～80年代後半から90年代前半を中心に～

元冒険探検部員（現在・毎日新聞社勤務）

日比野真士
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自己紹介①（1989年インド＝18歳初の海外旅行で赤痢に）

◆過去の伝染病の歴史、現代のコロナにつながる「差別」を身をもって体感
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自己紹介①（1989年インド＝K類国際教育研究の研修旅行）
◆南北格差における貧困や差別、教育の大切さへの意識が芽生え始める
※88年に新設された０免課程は2015年に教育支援課程に発展的解消 ※私大系の学生も学大に
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自己紹介②（1990年ソ連＝研修旅行の自主企画）

◆新潟ーハバロフスクー（シベリア鉄道）ーイルクーツクー中央アジア（タシケント・
サマルカンド）ーモスクワ・レニングラードーハバロフスクー新潟
◆91年崩壊前のソ連の様子を分離前の中央アジアも含め「何でも見てやろう」精神で
◆当時のソ連は外国人旅行者の受け入れに制限あり。自由旅行プランを手配できる旅行
会社も少なかった。
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自己紹介（在学中の経歴）
1989年4月：東京学芸大学入学（K類国際文化教育課程国際教育専攻）

10月：同課程でインド研修旅行（約10日間）

1990年5月頃：冒険探検部（通称：ボータン）入部

1990年10月：同課程でソ連旅行（約10日間）

→以後約5年間ソ連・東欧関係の旅行会社でアルバイト

1991年11月～92年2月：連続講演会「アジアを考えるⅡ」開催

1993年4月：東京学芸大学大学院入学（生涯教育専攻・・・のち中退）

1993年6～8月：中央アジア学術調査隊

1993年9月：済州島調査冒険隊

1996年4月：毎日新聞社入社、現在知的財産ビジネス部門に在籍
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海外渡航・遠征の系譜①（80年代前半）
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海外渡航・遠征の系譜②（80年代後半）
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海外渡航・遠征の系譜③（90年代前半）
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海外渡航・遠征の系譜④（90年代半ば～2000年代）
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冒険・探検の活動記録①（「冒探王」）

1987年 創刊号 1987年 2号 1988年 3号 1996年 6号 1997年 7号

2002年 8号 2005年 9号 2007年 10号 2015年 11号
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冒険・探検の活動記録②（「アジアを考える」「済州島」）

1990年
1992年

1995年
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中央アジア学術調査隊（1993年6月18日～8月17日）

◆第1回JTクロスカルチャー大賞受賞：賞金1000万円！！

＜各隊員のテーマ＞
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中央アジア学術調査隊（1993年6月18日～8月17日）

＜報告書＞

＜経費資料＞
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中央アジア学術調査隊（1993年6月18日～8月17日）
◆中央アジアの平原を調査隊を乗せたバスが進む。めぼしい地点で隊長が停車指示し採取活動
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中央アジア学術調査隊（1993年6月18日～8月17日）

◆ホテルの部屋で昼間採取した標本の整理
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中央アジア学術調査隊（1993年6月18日～8月17日）

◆バザールでの採取、聞き込みも重要な調査活動のひとつ
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中央アジア学術調査隊（1993年6月18日～8月17日）

◆調査の合間の木陰での昼食と休息。各地での歓待。昼間からのウォッカとの闘い。
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韓国済州島調査冒険隊（1993年9月3日～14日）

◆92、93年の新入生大量入部
◆部全体での久々の海外遠征企画（総勢15人）
◆現地では漢拏山登山（1947メートル）以外は調査対象に分かれ班別行動
◆東京から下関までの徒歩組も

※2007年「済州火山島と溶岩洞窟
群」が韓国初の世界自然遺産に登録
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韓国済州島調査冒険隊（1993年9月3日～14日）

◆各班での調査内容

①「トル・ハルバン」成因調査
②「民泊」調査
③「本貫と同姓同本」に関する意識調査
④洞窟調査
⑤済州島自転車１周

※メンバーの中にK類アジア研究の大学院生らがいたことも
あり、民俗学・文化人類学的な調査手法、テーマ設定が特色
であった。
※済州大学校日本語学科学生の皆さんに通訳などをお願いし
た。
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韓国済州島調査冒険隊（1993年9月3日～14日）

①「トル・ハルバン」成因調査
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韓国済州島調査冒険隊（1993年9月3日～14日）

②「民泊」（民家の空き部屋を訪問者に提
供する形態）調査
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韓国済州島調査冒険隊（1993年9月3日～14日）

③「本貫と同姓同本」に関する意識調査：
57名へのアンケート

※韓国では、名字を表す「姓」と、そのなかでも始祖の発
祥を表す「本貫」により、氏族集団が明らかにされており、
かつては（93年当時も）、同姓同本の結婚は民法で禁止さ
れ（一部特例法あり）、忌避される傾向があった。2005年
に「８親等以内の親族との婚姻を禁ずる」と民法が改正さ
れた。



Copyright  2025 THE MAINICHI  NEWSPAPERS. All rights reserved.

自然文化誌研究会冒険探検部創立50周年（2025.6.21） 23

韓国済州島調査冒険隊（1993年9月3日～14日）

④洞窟調査

済州島は世界有数の溶岩洞窟の場所で120を超
える溶岩洞窟が存在する。93年調査時には「美
千窟（1695メートル）」や旧日本軍防空壕など
の測量調査を行った。
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連続講演会「アジアを考えるⅡ（ 1991年11月～92年2月）」

▷セミナーや連続講演会の企画・開催が学芸大冒険探検部のひとつの

特徴

▷なぜアジアだったか／南北問題・環境問題・民族問題・人権問題を通

して／「日本」を見つめ直す視点

＜連続講演会「アジアを考えるII」開催＞ のべ150人が参加

第1回「開発教育とは」寺尾明人氏（開発教育協議会）

第2回「多民族国家・日本－在日外国人問題の現状と課題」

阿久澤麻理子・榎井縁氏（㈶神奈川県国際交流協会）

第3回「マレーシアー多民族社会の構図」桝谷鋭氏（東洋大学大学院）

第4回「東南アジアにおける森林伐採問題とわたしたち」

市井晴也氏（サラワク・キャンペーン委員会）

第5回シンポジウム「在日韓国・朝鮮人とわたしたち」

＆朝鮮大学校生交流会
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連続講演会「アジアを考えるⅡ（ 1991年11月～92年2月）」
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連続講演会「アジアを考えるⅡ（ 1991年11月～92年2月）」
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連続講演会「アジアを考えるⅡ（ 1991年11月～92年2月）」
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連続講演会「アジアを考えるⅡ（ 1991年11月～92年2月）」
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連続講演会「アジアを考える（ 1989年11月～12月）」
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影響を受けてきた書籍①（学生時代）
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影響を受けてきた書籍②（社会人）
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海外渡航・遠征の系譜①（80年代前半） 1964年 海外渡航自由化

1972年 年間海外渡航者数100万人突破

1978年 成田空港開港

1979年「地球の歩き方(ヨーロッパ編／アメリ
カ・カナダ・メキシコ編」創刊

1984年 産経新聞で沢木耕太郎氏
「深夜特急」連載開始

1981年「同(インド・ネパール編）」刊行

1983年「同(中国自由旅行編）」刊行

1970年 アサヒグラフで藤原新也「インド発
見・100日間」写真特集

1972年 藤原新也著「インド放浪」刊行

1961年 小田実著「何でも見てやろう」刊行

1971年 植村直己著「青春を山に賭けて」刊行

1968年 本多勝一著「冒険と日本人」刊行
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海外渡航・遠征の系譜②（80年代後半）

1986年 年間海外渡航者数500万人突破

1989年 天安門事件

1989年 ベルリンの壁崩壊

1986年 新潮社「深夜特急（第一便・第 二
便）」刊行
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海外渡航・遠征の系譜③（90年代前半）

1991年 ソ連が崩壊

1990年 年間海外渡航者数1000万人突破

1991年 湾岸戦争始まる
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海外渡航・遠征の系譜④（90年代半ば～2000年代）

1995年 年間海外渡航者数1500万人突破

2001年 米国同時多発テロ事件（9.11)

1995年 Windows95発売

2019年 年間海外渡航者数2000万人突破
（コロナにより減）

2024年 同1300万人

1999年 インターネット利用率21.4％

2008年 iphone発売開始（日本）
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90年以降の動き：冒険・探検に関する施設

「白瀬南極探検隊記念館」（秋田県にかほ市）1990年4月～

「植村冒険館」（東京都板橋区）1992年～

「最上徳内記念館」（山形県村山市）1993年～

「間宮林蔵記念館」（茨城県つくば市）1993年6月

「探検の殿堂～西堀榮三郎記念～EXPLORER MUSEUM」（滋賀県東近江市）1994年～

「植村直己冒険館」（兵庫県豊岡市）1996年～

「アースアカデミー大場満郎冒険学校」（山形県最上郡最上町）2001年～

「冒険研究所書店（店主＝北極冒険家・荻田泰永）」（神奈川県大和市）2021年5月～
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90年以降の動き：顕彰①植村直己冒険賞（1996年～）

第1回 1996年 尾崎隆「幻の山ミャンマー最高峰カカボラジ初登頂」
第2回 1997年 米子昭男「左腕を失うハンディを乗り越えヨットで大西洋・太平洋単独横断」
第3回 1998年 関野吉晴「人類の旅5万キロをたどるグレートジャーニーの冒険」
第4回 1999年 大場満郎「史上初の北極海単独横断と南極大陸約4,000キロの単独横断」
第5回 2000年 神田道夫「熱気球でヒマラヤ山脈・ナンガパルバット（8,125m）越えに成功」
第6回 2001年 中山嘉太郎「中央アジア・シルクロードを駆け抜ける」
第7回 2002年 山野井泰史・妙子「ギャチュンカン峰（7,952m）の登頂に成功」
第8回 2003年 安東浩正「日本人初の厳冬期シベリア単独自転車横断」
第9回 2004年 渡辺玉枝「女性世界最高齢で8,000m峰5座目となるローツェに登頂」
第10回 2005年 永瀬忠志「リヤカーを引き世界各地を徒歩踏破４万３千キロ」
第11回 2006年 小松由佳「K2に日本人女性初登頂」
第12回 2007年 野口健「エベレストに北稜（中国側）から登頂成功」
第13回 2008年 該当者なし （被選出者の辞退のため）
第14回 2009年 中西大輔「11年かけ自転車で地球2周15万キロ」
第15回 2010年 栗秋正寿「中央アラスカ山脈83日間に及ぶハンター冬季単独登頂に挑戦」
第16回 2011年 斉藤実「ヨットで単独「最高齢（77歳）・最多（8回）」世界一周達成」
第17回 2012年 竹内洋岳「14Project（ダウラギリに無酸素登頂し、8,000m峰14座完登）」
第18回 2013年 田中幹也「厳冬期カナダで自身の可能性に挑み続け19年・2万2千キロ踏破」
第19回 2014年 該当者なし （被選出者の辞退のため）
第20回 2015年 本多有香「極北の原野で犬たちと暮らし、マッシャー（犬ゾリ使い）となる夢を実現～北米二大犬ゾリレース完走～」
第21回 2016年 平出和也「アルパインクライマー、山岳カメラマンの二刀流で活動中（8,000m峰5座、エベレスト3回登頂）」
第22回 2017年 荻田泰永「南極点無補給単独徒歩到達」
第23回 2018年 岡村隆「「未知」の遺跡探査に情熱を傾けて約半世紀、南アジア密林遺跡探検調査」
第24回 2019年 岩本光弘「全盲のハンディキャップを抱えながらも太平洋横断」
第25回 2020年 稲葉香「秘境の地西チベット厳冬のドルポ越冬122日間」
第26回 2021年 阿部雅龍「白瀬ルートによる南極点単独徒歩到達に挑戦」
第27回 2022年 野村良太「積雪期単独北海道分水嶺縦断」
第28回 2023年 山田高司、高野秀行「イラクの巨大湿地帯（アフワール）探検」

田中彰、大西良治「ヒマラヤ・アンナプルナ山群の大渓谷「セティ・ゴルジュ」探検」
第29回 2024年 吉田勝次「ラオスの人跡未踏の洞窟を探検」
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90年以降の動き：顕彰②開高健ノンフィクション賞（2003年～）

第1回（2003年） - 平岡泰博『虎山へ』（集英社）。
第2回（2004年） - 廣川まさき『ウーマンアローン』（集英社）。
第3回（2005年） - 藤原章生「遠い地平」
第4回（2006年） - 伊東乾『さよなら、サイレント・ネイビー：地下鉄に乗った同級生』（集英社）
第5回（2007年） - 志治美世子『ねじれ：医療の光と影を越えて』（集英社）。
第6回（2008年） - 石川直樹『最後の冒険家：太平洋に消えた神田道夫』
第7回（2009年） - 中村安希『インパラの朝：ユーラシア・アフリカ大陸684日』（集英社）
第8回（2010年） - 角幡唯介「空白の五マイル：人跡未踏のチベット・ツアンポー峡谷単独行」
第9回（2011年） - 水谷竹秀「日本を捨てた男たち：フィリピンでホームレス」
第10回（2012年） - 佐々涼子『エンジェルフライト：国際霊柩送還士』（集英社）。
第11回（2013年） - 黒川祥子「壁になった少女：虐待-子どもたちのその後」
第12回（2014年） - 田原牧『ジャスミンの残り香 ：「アラブの春」が変えたもの』（集英社）。
第13回（2015年） - 三浦英之『五色の虹：満州建国大学卒業生たちの戦後』（集英社）。
第14回（2016年） - 工藤律子『マラス：暴力に支配される少年たち』（集英社）。
第15回（2017年） - 畠山理仁『黙殺：報じられない“無頼系独立候補”たちの戦い』（集英社）。
第16回（2018年） - 川内有緒『空をゆく巨人』（集英社）。
第17回（2019年） - 濱野ちひろ『聖なるズー：動物性愛者、種も暴力も超えるセックス』
第18回（2020年） - 河野啓『デス・ゾーン：栗城史多のエベレスト劇場』（集英社）。
第19回（2021年） - 平井美帆『ソ連兵へ差し出された娘たち：証言・満州黒川開拓団』
第20回（2022年） - 佐賀旭『虚ろな革命家たち：連合赤軍森恒夫の足跡をたどって』（集英社）。
第21回（2023年） - 青島顕『MOCT（モスト）：「ソ連」を伝えたモスクワ放送の日本人』（集英社）
第22回（2024年） - 窪田新之助『対馬の海に沈む』（集英社）
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90年以降の動き：顕彰③梅棹忠夫・山と探検文学賞（2011年～）

第1回 2011年度：角幡唯介著「空白の五マイル／集英社」
第2回 2013年度：中村保著「最後の辺境 チベットのアルプス／東京新聞」
第3回 2014年度：高野秀行著「謎の独立国家ソマリランド ／本の雑誌社」
第4回 2015年度：中村哲著「天、共に在り－アフガニスタン三十年の闘い／ＮＨＫ出版」
第5回 2016年度：服部文祥著「ツンドラ・サバイバル／みすず書房」
第6回 2017年度：中村逸郎著「シベリア最深紀行－知られざる大地への七つ／岩波書店」
第7回 2018年度：大竹英洋著「そして、ぼくは旅に出た。 はじまりの森ノ／あすなろ書房」
第8回 2019年度：佐藤優著「十五の夏 上下／幻冬舎」
第9回 2020年度：荻田泰永著「考える脚 北極冒険家が考える、リスクとカネと歩くこと ／ＫＡＤＯＫＡＷＡ」
第10回 2021年度：小野和子著「あいたくてききたくて旅にでる／鍬谷書店」
第11回 2022年度：川瀬慈著「エチオピア高原の吟遊詩人 うたに生きる者／音楽之友社」
第12回 2023年度：山と渓谷社編「日本人とエベレスト ／山と溪谷社」
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影響を受けてきた冒険家たち（影響を受けた順）

植村 直己（1941年生） 「未知」への冒険
川口 浩（1936年生） 「TV」の冒険
本多 勝一（1932年生） 「ジャーナリスト」の冒険
沢木耕太郎（1947年生） 「文学（ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ）」の冒険
藤原 新也（1944年生） 「写真（ﾒﾒﾝﾄﾓﾘ）」の冒険
網野 善彦（1928年生） 「歴史（日本）」の冒険
関野 吉晴（1949年生） 「人類」の冒険
中沢 新一（1950年生） 「知」の冒険
高野 秀行（1966年生） 「好奇心」の冒険
服部 文祥（1969年生） 「サバイバル」の冒険
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今、刺激を受けている冒険家たち

望月 新一（1969年生） 「数学」の冒険
熊谷 誠慈（1980年生） 「生成AI（仏教）」の冒険
鈴木 俊貴（1983年生） 「動物言語学」の冒険

荻田 泰永（1977年生） 「冒険書店」の冒険
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学芸大冒険探検部の消滅・・・・

◆2019年秋頃、残念ながら冒険探検部は部員がいなくなり、学芸大公式サークルとしては
消滅してしまった・・・SNSが残るのみ

・X（Twitter）：2016年7月29日～2017年４月11日
https://x.com/gakugei_boutan

・Facebook：2011年11月26日～2015年10月22日
https://www.facebook.com/tguboutan/?locale=ja_JP

はて・・・

「大学探検部とは」
「社会人における冒険・探検とは」

継承すべきものがあるか、あれば何か
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現代における「冒険・探検とは」／社会人としての「冒険・探検とは」

◆北極冒険家・荻田泰永さんの試み「冒険研究所書店（神奈川県大和市）」（2021年～）
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現代における「冒険・探検とは」／社会人としての「冒険・探検とは」

◆生成AI（Copilot）に聞いてみた・・・ここから分かることは


